
ＢＧＡＬＯＧによる
ＪＴＤＸとＷＳＪＴ－Ｘ
のデータの共有方法

コマンドプロンプト（mklink /h）により

ハードリンクを作成して使用する方法を説明します。

（ＪＴＤＸ側のデータ１本とし、ＷＳＪＴ－Ｘ側はＪＴＤＸ側を使用）

この処理が完了すればいずれのプログラムを使用しても

自動で共有されます。
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次の3ページの作業はＢＧＡＬＯＧから正しい交信内容の［ wsjtx.log ］［ wsjtx_log.adi ］を作成するた
めの物であり既に１本化出来ている場合は、３ページの作業は不要で、４ページから作業してください。
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手順

1 最初にＢＧＡＬＯＧ内でＦＴのデータを作成
ボタンで不正データを事前に修正して
おいたください。

不正データが有ると途中でハングアップの可能性が有ります。
をクリック（ＢＧＡＬＯＧ内にデータが作成されます）

2 ②のアドレスを確認（正確に記入してください。）

3 ボタンで作成したデータを上書き
（失敗した場合はＢＧＡＬＯＧ内に作成された［ wsjtx.log ］［ wsjtx_log.adi ］を
ＪＴＤＸのフォルダーにコピーします。）

4 コマンドプロンプトを用いてハードリンクの仕組みを作成（次ページ）
ハードリンクが完成すれば、以後はデータが共有（使用）されます。

5 正確に書き込まれているかを確認

以上でＢＧＡＬＯＧ側は終了
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コマンドプロンプトを使用（ＭＳ-DOSの世界で少し難しいですが、頑張ってください。）

1.スタートメニューを開く。
2.「cmd」と入力。
3.「コマンドプロンプト」を右クリックし、「管理者として実行」を選択

mklinkコマンドは、コマンドプロンプト（cmd.exe）で実行する必要があります。

PowerShellでは（mklinkコマンド）は直接使用できません。以下の手順でコマンドプロンプトを開いてください。

＝PowerShellのため使用不可（PowerShell からcmd.exeを起動して使用する方法 P-5）

mklink /D WSJTのｱﾄﾞﾚｽ JTDXのｱﾄﾞﾚｽ を指定します。

当方の入力した例： ja5bgaの部分は各ＰＣごとに異なります。（スペースや記号に注意）
mklink /h C:¥Users¥ja5bga¥AppData¥Local¥WSJT-X¥wsjtx_log C:¥Users¥ja5bga¥AppData¥Local¥ JTDX¥wsjtx.log
mklink /h C:¥Users¥ja5bga¥AppData¥Local¥WSJT-X¥wsjtx_log.adi C:¥Users¥ja5bga¥AppData¥Local¥JTDX¥wsjtx_log.adi

この２つのコマンドにより¥WSJT-X が ¥JTDXに読み替えられます。

アドレスの確認方法

右クリックでパスのコピーで［C:¥Users¥ja5bga¥AppData¥Local¥JTDX¥wsjtx_log.adi］の様に確認できます。
（メモ帳等へ貼り付け（ ja5bga :pc名等は要変更）て確認してください。） 4

★ アドレスは正確に ★

★ ５、6ページも同時に理解してください ★
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パーワーシェル からコマンドを実行する方法（管理者権限で実行）
パーワーシェルで［mklink /h］を実施すると次のようなエラーが発生します。
PS C:¥Users¥ja5bg> mklink /h C:¥Users¥ja5bg¥AppData¥Local¥WSJT-X¥wsjtx_log     C:¥Users¥ja5bg¥AppData¥Local¥JTDX¥wsjtx.log
mklink: The term 'mklink' is not recognized as a name of a cmdlet, function, script file, or executable program.
Check the spelling of the name, or if a path was included, verify that the path is correct and try again.

次のＣＭＤコマンドをパーワーシェル内で実施するとｃｍｄ．ｅｘｅに切り替わります。
PS C:¥Users¥ja5bg> cmd
Microsoft Windows [Version 10.0.22631.3880]
(c) Microsoft Corporation. All rights reserved.

［mklink /h］実行結果：2行目はシステムからの結果レポート
C:¥Users¥ja5bg>mklink /h C:¥Users¥ja5bg¥AppData¥Local¥WSJT-X¥wsjtx_log     C:¥Users¥ja5bg¥AppData¥Local¥JTDX¥wsjtx.log
C:¥Users¥ja5bg¥AppData¥Local¥WSJT-X¥wsjtx_log <<===>> C:¥Users¥ja5bg¥AppData¥Local¥JTDX¥wsjtx.log のハードリンクが作成されました

C:¥Users¥ja5bg>mklink /h C:¥Users¥ja5bg¥AppData¥Local¥WSJT-X¥wsjtx_log.adi C:¥Users¥ja5bg¥AppData¥Local¥JTDX¥wsjtx_log.adi
C:¥Users¥ja5bg¥AppData¥Local¥WSJT-X¥wsjtx_log.adi <<===>> C:¥Users¥ja5bg¥AppData¥Local¥JTDX¥wsjtx_log.adi のハードリンクが作成されました

ハードリンクの関係
•リンク: 新しく作成されるファイルの名前。これはハードリンクとして機能します。
•ターゲット: 元のファイルのパス。ハードリンクが指す実際のデータを持つファイルです。
動作の詳細
1.データの共有:
ハードリンクとターゲットファイルは同じデータを共有します。どちらかを編集すると、もう一方にも変更が反映されます。

1.ファイルの削除:
ハードリンクまたはターゲットファイルのどちらかを削除しても、データ自体は他のリンクが存在する限り残ります。
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注意点：
ジャンクションなのにリンク先をファイル名にしたり、シンボリック・リンクのリンク先のファイルとフォル
ダの種類を間違えてしまっても、エラー・メッセージは表示されないので注意していただきたい。実際にアク
セスしようとして初めてエラーとなる。

※ハードリンクの情報を表示させてみる。

C:¥Users¥ja5bg>fsutil hardlink list C:¥Users¥ja5bg¥AppData¥Local¥JTDX¥wsjtx_log.adi ☚入力したコマンド

¥Users¥ja5bg¥AppData¥Local¥JTDX¥wsjtx_log.adi
¥Users¥ja5bg¥AppData¥Local¥WSJT-X¥wsjtx_log.adi

C:¥Users¥ja5bg>fsutil hardlink list C:¥Users¥ja5bg¥AppData¥Local¥JTDX¥wsjtx.log ☚入力したコマンド

¥Users¥ja5bg¥AppData¥Local¥JTDX¥wsjtx.log
¥Users¥ja5bg¥AppData¥Local¥WSJT-X¥wsjtx_log

※↑↑↑1つのファイルが、2つのパスとしてリンクされていることが分かる。通常のファイルでは1つしか表
示されない。

wsjt-xでのQSO結果：いずれのファイルにも登録されリンクがうまくいっていることが分かりました。
ＨＴＤＸ側データ

ＷＳＪＴ－Ｘデータ

この方法がうまくいかない場合は、従来からあるBGALOG内でのマージを適宜行い同期（共有）を図ってください。
次ページに簡記しておきます。
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ＪＴＤＸ等からＢＧＡＬＯＧに取り込まれていないデータを自動取り込み

多くの時間を要しますので注意願います。
右のオプションを事前に選択しておいてください。

ＢＧＡＬＯＧのデータを基にマージを作成
ＢＧＡＬＯＧのデータから［ wsjtx.log ］［ wsjtx_log.adi ］を作成してｂｇａｌｏｇフォルダー内に作成

ＢＧＡＬＯＧフォルダーの上書き
［②］で書き込んでいる［ JTDX］［ WSJT-X ］のフォルダーに上書きで書込み
書き込み後、ＢＧＡＬＯＧフォルダーに 残す、 削除を選択

このマニアルを表示します。
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